
 

 

 

 

 

 

 

 

本年度の「生の松原特別支援学校サポーター会議」の構成員は以下の通りとなります｡ 

 

レストランゆずのき 管理者・西部療育センター 園長 

特別養護老人ホーム 施設長・福岡市立壱岐公民館 館長 

福岡市立壱岐南公民館 館長・福岡市立福岡西陵高校 校長・本校PTA会長  

本校校長・教頭（順不同・敬称略） 

   

学校サポーター会議は、学校の経営方針や、本校の教育目標・取り組みの重点また、

実際に授業参観をし子どもたちの様子等を見ていただくことで、学校の当面する課題

解決に向けた助言や地域の教育力の活用、学校施設の有効活用等への意見など多角的

な視点から学校運営へのご協力・ご支援をいただくための会議となっております。 

 

今回の第 1回学校サポーター会議は、以下のように進めさせていただきました。 

 

１ はじめの言葉 ２ 学校長挨拶 ３ 自己紹介 ４ 学校経営方針の説明 

５ 授業参観   ６ 質疑・意見交換  ７ 終わりの言葉  

 

令和４年度 福岡市立生の松原特別支援学校 

 

第１回 学校サポーター会議 

令和４年７月８日 （金） １０：００～１１：２０ 

於  福岡市立生の松原特別支援学校校長室 



今回の質疑・意見交換の中で出していただいた感想や意見、提言を一部紹介させて

いただきます。 

・学年が上がると学習の規律が取れるようになっている。教育の力だと思います。 

・落ち着いて学習に取り組むことや、起立して発表ができるようになるなど成長し

た姿を見ることができた。 

・手厚い支援だと思うが、まだ増員が必要だと思う。 

・個々の学習に集中して取り組めるよう、学習環境の工夫が見られた。 

・各先生方の工夫やカラーが見られた。他の児童生徒を受け入れることができる力

がついている。 

・中庭は以前と比べすっきりと整備されている。子どもたちの怪我なく遊べるよう

配慮を続けてほしい。 

・ドアの前に物を置いている箇所がある。防災の面からも気をつけて欲しい。 

 

改善すべき点は確実に改めていき、本校の良さについては更に伸長できるよう努力

していきたいと考えています。サポーター会員の皆様ありがとうございました。 


